
5 繊維製品・木炭

i 繊維製 品 (PL.76・77)

な わ a 縄 Cl~3) 2木撚りの麻の細縄である。いずれも，右撚りであって，瓦の縄叩きの撚り

と一致している。撚りがも どったものも あるけれども， 撚りはおおむねよく かかっている。縄

の太さから 3種類に分類することができ る (Fig.47)0 1は直径O.9cm前後で， 現存の長さは*

約32cmあり，一端を結節している。 2は直径0.6cm前後で，よく旧状をとどめており，全長

約2.7cmある。 両端を蝶結びを崩したよう な恰好に結んでいる。第 3種は直径0.3cm前後で，

長さ 10cm前後の残片が数本ある。 これは一端を結節する例である。いずれもSK820出土。

冠の断片 b 網状漆製品(4) 断片であるし、。麻編みに漆がけ したもので，先に報告したものと同材

同巧であって，正倉院蔵の冠断片と一致する。 SK820・SK870出土。 ホ

つ~ ま き C 藍巻き製品(5) 直をたぱねた芯に蔓をコイノレ状に(千段巻〕巻きつけた 棒巻の残片であ

る。芯の蔓は合せて 7本あり 4本と 3本とを 2重にかさねてつくっており，芯の周囲に蔓を

巻 くので横断面は台形を呈している。 棒巻の一部には，ほかよ り隆起する部分があ り，芯材を

つぎたしていることがわかる。巻蔓のつぎた しは結ぶことなく， 端でいくらか余分をのこしな

がら2本の巻藍をからませて， おのおのの先端を棒巻きでおさ えて固定している。現存の長さ * 

から判断すると，柄か簡の把手であろう。 現存の長さ約34cm，Illlii2. 1 cm，厚さ1.3cm， ~ 1 

本の直径0.3cm前後である。 SK820出土 (Fig.47)。

ほ う き d 答 (6~8) 3個体分出土。 2本は草稿で1:本は襲得である。

6は木製の柄をつける草待。柄は割り材からつくる丸棒で，一端を尖らしホウキグサの第先

をまといつけ，藍でしばって固定する。籍先は大方滅失しているが，柄に符，先上端があたる部*

分に木理に直交する刃痕がのこり， 第先の着装後上端を切り揃えたことがわかる。現存の長さ

約36cm，柄の直径1.8cm，待先柄着装部分直径約3.2cm。
色と

7も革帯であるが，木柄は着装しなし、。ホウキグサをたば‘ね，本の部分で 2個所を藍巻きに

して固定し柄にする。現状では扇平に残るが，もとは円くたぱねた可能性がつよし、。符先の先

端は滅失。現存の長さ約39cm，柄部の傾約5.5cm，厚さ約1.5C1TIo * 

8は藁穏で待先を残存する。麓をたばね本の部分に紐をまいて固定しているよう であるが保

存が悪〈詳細不明。現存の長さ約 28cm，本の直径約 6cm。以上SK820出土。

たけ 製品 e 竹~編物(9~12) 編み方がかろうじてわかる程度の残片である (Fig. 47)。

9は表皮を とり去った竹条を用いる。 l目を1.2cm x O. 6cmの長方形にあける 2本寄せ，四

つ目編み。単位竹条のl陥O.4cm前後。 10も表皮をとり去った竹条を用いる。 2本寄せ 2本超キ

え 2本潜り本送りの網代編み。単位竹条の幅O.3cm前後。 11も表皮をとり去った竹条を

用いる。 11認の広い竹条を約0.5cmの間隔で配し経とする。これに幅の狭い竹条を緯と して密に

編むござ、目編み。単位竹条の幅0.5cm弱と0.3cm弱。 12は表皮をとどめる竹条をもちいる。 心

心の間隔を 4cm 前後におく 。2本寄せ六つ目編み。 縁の部分も残存するが編み方不明。単位

竹条のl陥0.6cm前後。以上のうち 9・10はSK2104，11はSK870，12はSK820から出土した。 ヰ

1) W平城宮報告 II~ p. 75， PL. 56 ， 帝宝博物館 『正倉院御物図録~ (1934年〉第 3巻第51図。
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Fig. 47 繊維製品 編物・需品

ii 木炭ともえさし

土;賊 SKS20からは，相当量の木炭が出土した。この機会に，同土城で出土した資料にあわ木 炭

せて宮内各所で出土した木炭について， 奈良教育大学教育学部平田普ー文助教授(林学専攻)に

調査を依頼した。以下にその成果の概要をかかげる ことにしよ う。

ネ 宮内各地区各遺構から出土した木炭がそれぞれ何の木で作られ，重量がどのくらいであるか

は表示したと おりである (Tab. 20)。総重量は 21，107gあり ， このう ちSK820出土の木炭は

10， 554gで， 全体の 5剖におよんでいる。

原木の種類は，木炭の木口面と樹皮との特徴によって，比較的容易に判定で-きた。クヌギが 木炭の原木

最も多く ，全体の 6割強を占めており ，コナ ラがこれにつぎ，以 下，針葉樹(多くはヒノキ，他

ネにマツ)，雑木の順である。なお針葉樹の炭の質はケシj突で、ある。それらのうち，高級燃料とも

し、えるカシ炭がSKS20に集中 しているこ とが注目される。

肉眼観察によって木炭の性質をみると ，色は漆黒色で，炭化がじゅうぶんであることをしめ

しており，木口面 ・破砕面の光沢は，と もに金属光を しめしてしる。また.比較的高い金属音

を発し， 硬度の高いことも明らかである。それらのうち，高級燃料ともいえるカシ炭がSKS20

133 



地区 Jli ;UI~ 全重量クヌギコナラ 雑木針葉樹 未炭化のもの
もえさ し

6AAB 土峨SK820 11217 7739 1790 494 205 430 559 

6AAO 土城SK870 480 147 69 93 106 65 

グ 土城SK869 79 64 15 

6ADH 土城SK1210 17 17 

11 土電車S1'く1407 118 42 12 64 

6A D F i，'Ii S D1760 302 170 65 61 6 

グ 土城SK1623 498 206 30 25 203 34 

6AAO 土城SK2101 2760 1420 390 121 336 493 

I! 土城SK2113 85 54 25 6 

6AA  F Ti'1i S D3297 359 83 30 20 137 89 

I! ií~j S D3155 91 83 8 

グ 総 SD3137 83 75 8 

I! iiYj. S D4951 2053 1431 168 53 88 313 

Jγ 自¥j. S D4992 391 391 

I! 総 SD5825 35 32 3 

その他の全治構 2441 1388 72 146 332 503 

J口L 言十 21107 13032 2483 563 765 1789 2475 

Tab. 19 平城宮出土の木炭 単位 g 1968年2月現在

容 積 盆 政 度

クヌギ 0.710 9.0 
(0.742) (11.0) 

コナラ 0.483 7.5 
(0.557) (10.5) 

カシ 0.773 11.5 
(0.857) (12.5) 

生|集結j 1.0 
(1.0) 

*I~木 0.323 1.5 
(0.357) (1. 5) 

単位( )内は現代木炭の値

Tab. 22 平城宮木})<の容積i止と硬度開

に集中 していること が注目される。

つぎに， 容加重をしらべ，硬度を三浦伊八郎博士考案の木炭専用硬度計によって測り，これ

を現在の木炭について，東京大学林産化学教室が/.1:¥した，各樹種ごと の平均値と比較した。

(Tab. 21)。 平城宮木炭は，容積重・硬度ともに，現在の木炭における平均値より，やや低い

値をしめしているものの，じゅうぶん良炭の範凶内に入るものである。クヌギ ・コ ナラ ・カ シ *

の類が良炭を作る樹種であることが，当時すでにじゅうぶん認識されていたことも，また明ら

かである。クヌギなどの広葉樹は良質木炭の比率が多いこと から，内裏に関係する暖房用 ・調

理用に使用 したこと が推定できる。

もえ さ し なお木炭以外に， 未炭化のものと，もえさしとがある。もえさ しには，ヒ ノキの小割り(長

30 さ ~40cm ， 太 さ 2~3cm 角)が多 く ， 木炭に火をつける際に，ツケ木として もちいたものであ * 

ろう。
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